デワキュウリョウ ノ ホウカイ サイガイ by 山野井  徹
山形応用地質 第 7号 35-40ページ,1987年3月
出 羽 丘 陵 の 崩 壊 災 害 *
山 野 井





































図- 1 地すべ り地形 ･土塊の模式図
















塊をもつものを地すべ りこ地形 とした. こうして認定
された地すべ り地形は,その滑落崖 (側壁 も含む)
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図- 2 出羽丘陵 (中部)における地すべ り地形
出羽丘陵の崩壊災害
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図-3 出羽丘陵 (中部)の地質図
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古口層 :最下位は草薙層 と漸移 し,かなり硬質で
層理の明瞭な頁岩～泥岩で＼あるが,上位へは無層理
で塊状の黒色～暗灰色泥岩へ と移行する.
野口層 :灰色～青灰色の泥岩 と砂岩 (凝灰質) と
の互層を主体 とする.硬度は全般に軟か くなり,-










を一括 したもので,磯 ･砂 ･泥岩等の多様な岩質の
地層の互層であ り亜炭層や凝灰岩層の介在 も多い.





















野井 (1977)が新潟県の地すべ りを扱 うなかで ｢泥
質系地すべ り｣ と ｢硬質系地すべ り｣の存在を明 ら




克 られ,慢性的にある期間地すべ りをくり返 し,也
すべ り地を拡大 してい くという属性をもつものであ








地すべ りと対応 させると,大型地すべ りは傑質系地
すべ りに,小型地すべ りは泥質系地すべ りにそれぞ
れ形態上の対比ができる. このうち小型地すべ りと
泥質系地すべ りはいずれ も泥岩地域の地すべ りで,













田 といった地すべ り地は,古口層,野口層 という泥
質岩の分布域の地すべ りであ りなが ら,大型地すべ
りの形態 を示 している.こうした地すべ りの見 られ
る区域の地質は,前述の とお り地質図では省略 した
が,肘折カルデラの噴出物である浮石質凝灰岩 (い
わゆるシラス)がおおう区域である. この区域の地
すべ りのすべ り面の主体 は,寒風 田地すべ り (図





模な地すべ りを起 こしている (1981年 5
月,山形県林業課提供).
すべ りの型 は大型地すべ りで＼あり,泥岩地帯特有の


















すべ りが発生する地すべ り地へ と移行 した ものと推
定 される.すなわち,折渡,豊牧の両地すべ り地は



















いはずである. しか しなが ら隆起量が通常の侵食量
を上 まわるほど速 く進行するならば位置エネルギー
は徐々に蓄積 され,やがてはその突発的な解放に至
るであろう. この とき解放 されたエネ)i,ギーの量 に
応 じた規模の地すべ りが発生す るであろう. した
がって本地域で見 られる大型地すべ りを発生 させて






は,位置エネルギーの加わ り方 (応力) と岩質の力
学的な性質 との関連 において,定量的な解析が必要
である.このことに関しては別の機会に扱いたい.





















万年前の堆積物 と推､定 されている (山野井 ほか,




体 を山屋層堆積時以降の新たな激 しい摺曲運動 とし
徹





















地すべ りを発生 させる本質的な要因はプレー ト運動
から供給 されるエネルギーの蓄積にあることを導 く
ことができる.
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